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鶏直腸の切断が水分出納に及ぼす影響  

色  泰，中1広 義 雄  

EFFECTOFTHE RECTUMDISSECTIONONWATERBALANCEINCHICKENS  

YutakaIssHIKIandYoshioNAKAHIRO   

Toknowthereasonwhywaterintakemarkedlyincreasesinchickensattachedwithanarti負cialanuS，Waterbalance  

wasestimatedusingaSlnglecombWhiteLegh0rnCOCkerelsattachedwithanar・tincialanusplacedatvariousparts  

ofreetum．   

Waterintakeofchickenswithanartificialanusorwiththeremovalofrectumwasremarkablymor・ethanthat  

of－controIchicken，andwaterexcretionwithexcretawasalsohigherintheoperatedbirdsthanthatincontrolbir・dsl  

Waterbalanceinchickenswithl／3lowerIreCtumremOVedtendedtoincreaseascomparedtothatofchickenswith  

severedrectumlcmabovecloaca”TherewasnoeffectofoperationonwaterbalanCeinchickenswithseveredand  

anastomosedrectumat2／5abovecloaca．Itisassumedthatthenervoussystemaccompanylngar・eCtalarteryor  

veincontrollingthecentreo董drinkingWaterCOuldberegeneratedandrecover・edfunctionallyinchickensafterthe  

anastomoseofrectum，and／orthattherewouldbereabsorptionofurinarymoisturebecauseoffl0wingbackward  

ofurineintorectumafter・reCOnneCtingtherectumtocloaca  

人工肛門を設着した鶏において飲水盗が著しく増大することの理由を調べるため，単冠白色レグホ1－ン成雄を用い  

て（1）直腸を遠位端より1cm近位部で切断またほ（2）遠位部直腸の1／3を切除したのち人工肛門を設着，および（3）直腸を  

遠位端より2／5近位部で切断後吻合手術を施したときの水分出納を，それぞれ擬似手術を施した対照鶏のそれと比較  

した。   

その結果，人工肛門を設着した（1）および（2）の試験鶏は対照鶏に比べて飲水盈が著しく増大するとともに，排泄物中  

への水分量も増加した。それら両人工肛門設着鶏のうち，直腸を1／3切除した方が切除しない鶏に比べて統計的に有  

意ではないが若干水分出納が多い傾向が認められた。しかし，直腸の切断・吻合手術が水分出納に及ぼす影響はほと  

んどみれなかった。その理由は，直腸動・静脈に附随した飲水中枢を規制する神経が腸管の吻合により統括されるこ  

と，あるいは直腸が総排泄脛に通じて尿の腸管への逆流が可能になるので，尿中水分が再吸収利用されること，のい  

ずれかによると思われる。  

緒  日  

掛こ輸尿管分離あるいほ人工肛門設着の手術を施すと一・般に飲水盆が増大する。その理由は，鶏の大腸あるいほ総  

排泄腔では尿中水分が再吸収利用されるので，直腸を切断するとそれが不可能になるためであろうと推論した報告が  

多い（ト4）。しかしながら，このことについては否定的な報告（56）もみられるほか，例数も少ないため断定はし難いと  

思われる。   

一斉，KoIKEとMcFARLAND（7）やAKESTERら（8）は輸尿管より排泄された尿が総排泄腔の糞洞および大腸にまで逆  

流することを観察し，さらにSKADHAUGE（鋸も総排泄腔および大腸内容物の渉透圧ならびにイオン含盈等を調べ，そ  

れらの結果から同様のことを認めている。これらの研究は，いずれも鶏の総排泄脛あるいは直腸において尿中水分が   
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再吸収利用されることを間接的に示唆するものと考えられる。   

本実験においては，直腸を切断またほ一部切除した人工肛門設着鶏と直腸を切断したのち吻合手術を行った鶏の水  

分出納を比較することにより，人工肛門設着鶏において飲水長の増大することの理由を検討しようとした○  

材料および方法  

同一廉件のもとで飼育した8か月齢の単冠白色レグか－ン雄24羽を供試鶏としたが，これら鶏については，飲水の  

飲みこぼしを少なくする目的で2か月齢時に肉冠および肉ぜんの切除手術を行った。これら供試鶏を6羽ずつの4群  

に分け，遠位部直腸の切断後人工肛門の設着，遠位部直腸の一部切除後人工肛門の設着，直暢の切断後吻合の各手術  

および対照としての擬似手術にそれぞれ1群ずつ割り当て次のように施行した○   

遠位部直腸切断・人工瓜門の設着：1昼夜絶食させた供試鶏を順次手術台上に保定し，季肋骨の近くより恥骨端に  

向って約3cm開腹して直腸を引き出し，直腸遠位端より1cm近位都で切断した。断端した直腸の近位部は人工肛門と  

して腹壁に開口きせ，総排泄腔側の断端はタバコサγク縫合を行って人工肛門設着の手術を完了した。なお人工肛門  

に帝人するカニ．ユ、－レは，いずれも術後7日目に小型，9日目に標準型（外径19mm，内径15mm）のものを装着し，そ  

の後も2週間おきに取り替えを行った。手術鶏は試験開始までの間，表1に示した慣用配合飼料を自由に摂取させて  

慣用に飼育した。  
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Yellow corn  

Milo  

VVheat bran  

Defatted rice bran  

Soybean meal 

Fish血eal  

Alfalfa meal  

Ca carbonate  

Tri－Ca phosphate  

Sodium chloride  

Mineralmixturel）  

Vitamin mixture2）  

Moisture  

Crude protein  

Crude fat  

Nitrogenfreeextract  

Crude fiber  

Crude ash  

つ
⊥
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1）：Mn 8％，Zn 5％，Fe O。6％，＝）1％，Cu O06％  
2）：Gram／kg：VitaminA（200，000IU／g）10，Vitamin D3（30，000ICU／g）7，  
thiamine HCIlh6，riboflavin 8，pyridoxinel6，Choline chloride96，  

nicotinic acidl．6，Ca pantothenate32，folic acid O，8  

遠位部直腸切除・人工肛門設着の手術：上記の人工肛門設着手術の場合と同様の手順により，直腸遠位端から直腸  

長の1／3に1cmを加えた近位で切断した後，遠位端の1cmのみ残し他はすべて切除した。その後の処置は，小腸側の  

断端を含めすべて前述の人工肛門設着の場合と同一ケこした。   

直腸の切断・吻合の手術：腸の吻合手術は，鶏の場合について述べた文献は見あたらないので，他動物の例を参考  

として次の方法に．よった。まず人工肛門設着手術の場合に準じて直腸遠位端より直腸長の2／5近位部で切断した後，  

図1に示す手順で吻合手術を施した。すなわち腸銀子および腸用針（丸針）と2号縫合糸を用いて腸の両断端の内壁  

および外壁をそれぞれ端端縫合した後，さらにZ縫合を行って切断面の完全な癒着をほかった。したがって，本手術   
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鶏は対照鶏と同様に糞は混合排泄物として総排泄腔より排泄される。以上の吻合手術を施した鶏ほ，そのまま放置す  

ると縫合部附近で腸管内容物が停滞するので，この部位の腸管保護と内容物の通過を容易にする目的で，ゴム管（外  

径6m札内径5mm）を肛門より総排泄脛を経て縫合部よりもやや深部まで挿入し，肛門附近で一針縫合して固定しね  

なお挿入したゴム管ほ5日後よりンリコン管（外径10mm，内径7mm）に取り替えたが，陽の吻合部が完全に癒着した  

とみられる術後10日目からこれを・取り除いて平常に復した。直腸手術を行ったのち1週間は，1日1羽当りブドウ糖  

とカゼインの混合物（20：1に混合）25gおよびビタミンとミネラルの混合物（1：5に混合）5gをそれぞれ経口  

投与した。その後1か月間は表2の半精製飼料を，またそれ以降は表1の慣用配合飼料をそれぞれ自由摂取させて飼  

育した。  

Sutural position 

Fig1Anastomosesoftherectumin chicken  

A：Suturalmethod B：Lateralview after operation  

Table2．Composition of semi－purified diet  
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Corn starch  

Casein  

CoT・n Oil  

Cellulosepowderl）  
Mineralmixture2）  

Vitaminmixture3）  

PaperCo．，LTDリTokyo，100－200mesh  ToyoFiler・  

VELU etal．伽）  
0Ⅰ（UMURAetal．．（11）  

擬似手術：人工肛門設着手術の場合と同様に開腹して直腸を取り出し，腸の吻合手術に要する時間（約20分間）露  

出させたのち，腹腔内にもどして切開部を縫合した。その後の飼育方法は人工肛門設若鶏の場合と同一である0   

上記の各手術を施してより2か月後に，供試鶏を個体別に代謝試験用ケ・－ジに収容し，表1の飼料中に指標物質と  

して05％の酸化クロムを配合した飼料と水を自由に摂取させ，自然条件下において12月12日から19日までの7日間  

にわたり水分の出納試験を行った。試験期間のうち最後の4日間には，飲水量を測定（1サるとともに排泄物を全量採取  

した。すなわち，人工肛門設着掛こあっては人工肛門を中心に取り付けた筒状ビニールカ／ミー中にポリエチレン製ピ  

ーカ・－を装着して採糞し，採尿はARIYOSHIとMoRIMOTO（柑の考案による採尿管に二重ビニー ル袋を装着して行った。  

また人工肛門非設着鶏の場合も設着鶏と同様にして総排泄腔より混合排泄物を採取した。なお水分摂取畳は飲水立と  

摂取飼料中の水分量を合計して求め，排泄物は採取後直ちに水分含品を測定した。飼料摂取量は，あらかじめ飼料中  

に混入した酸化クロムの糞中への排泄量から逆算出した。この際酸化クロムほ糞中にほぼ完全に排泄される個と考え  

られるので，酸化クロムの回収率は100％として計算した。酸化クロムの定立ほBoLINら（川の方法によった。   
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結果および考察  

鶏の直腸を切断または－・部切除してそれぞれ人工肛門の設着，および吻合手術を施したときの水分摂取量，水分排  

泄畳を示すと表3の通りである。すなわち直腸の吻合手術を行った鶏では，手術によるストレスのため統計的に葡患  

Table3Effect ofrectu血dissectiononwaterintakeandwater exCretionin chickens  

（Meanfor6birds／day）  

Total  
Water   

Intake   
血／短  
body weight  

Body Feed Waterintake（g）  Excreta  Water excretion Drinking  

TLreatment weight intake Drinking Feed Total Quantity water Quantity Percent water  
water water  oftotal  

（g） （％）   （g） intake m史／壱feed  （短） （g）  

ated 206103 166a  
12 177魚   135  76 5a lO4a   588   1688 

11 299b   227b＊  85 7b 196b   65慮b   3 Ob 

l1 328b   264b＊  878b   233b   71b   33b   

lO 1708  125   790a   998   58a   19a  

a 86  

b 154  

b 175  

a 95  

Severed rectum at  
Icm above cloacaa 

193   98   287  

r【eCtum 187 96 316b  

Severed and anas．  
tomosed rectum at  
2／5above cloaca  

′8 178    85   161  

Pooled SEM  0．04  3  16  0  16  15  1，1  14  2  0．2  8  

＊：Feces mixedwithurine after collectingseperately   

Meanshavingdifferentsuperscriptlettersaresignificantlydifferentat P＜005 Basedonstudentizedrange Q   

でほないが対照鶏に比べて体重が少なく，またそれと対応して飼料摂取鼻にも減少の傾向が認められた。しかし，人  

工肛門を設若した両区の鶏においては体重，飼料摂取還ともに対照鶏と大差はみられなかった。それに反して飲水量  

は，人工肛門設着の両試験鶏では対照鶏に比べて121g（70％）および150g（90％）もそれぞれ有意（P＜0・05）に  

増大し，飼料摂取量1g当り飲水畳および体重1kg当り水分摂取量でも有意（P＜005）に倍増が認められたにもか  

かわらず，直腸の吻合手術鶏では対照鶏とほとんど差がみられなかった。また対照鶏に比して両人工肛門設着鶏は排  

泄物慮（糞と尿の合計屋）が多かった。すなわち摂取飼料1g当り総排泄物畳は対照鶏1“3g，直腸の吻合手術鶏15  

g・で大差がみられなかったのに対し，人工肛門設着鶏は2．3gおよび2．8gとなり，前2著に比し著しく多く飼料摂取  

量当り飲水量の場合の傾向とよく近似していた。しかし固形物の排泄畏は人工肛門設着の有無によって大差がみられ  

なかったので，排泄物の増加はほとんど水分排泄量の増加に由来していることになる。事実，糞，尿を合せた総排泄  

物の水分含量は，対照鶏77％，直腸の吻合手術幾79％，人工肛門を設着した両試験鶏86％，88％となり，人工肛門設  

着鶏では対照鶏との間にそれぞれ有意差（P＜0小05）がみられた。他九体睾1短当り水分摂取量も摂取飼料1g当  

り飲水鼻の場合とほぼ同様な傾向が認められた。以上の結果より，水分摂取量から水分排泄毘を差し引いて見掛けの  

水分出納鼻を求めてみると，対照鶏74±4g，人工肛門設若鶏103±4gおよび9声土3gとなって後2老の力が有意  

（P＜005）に高い値を示したのに対し，直腸の吻合手術を行った鶏は72土4gで対照鶏との間にほとんど差がみら  

れず，直腸を一度切断したことによる影響はみられなかった○   

次に，人工肛門設着と糞尿別水分の排泄割合について調べた結果を図2に示した。すなわち人工肛門を設著した2  

区の鶏のうち，直腸を一部切除した鶏は切除しなかった掛こ比べて統計的に有意セはないが水分の排泄鼓および排泄  

率はともに高い傾向がみられ，増加した排泄水分36gのうち22g（60％）は糞中へ，残りの14g（40％）ほ尿中へそ  

れぞれ排泄されていた。実験終了後全供試鶏をと殺して，手術部周辺を含む各臓器について解剖学的検索を行った結  

果，直腸の吻合手術を行った鶏では手術部附近で陽の拡張および組織肥大の傾向が認められたが，その他とくに異状  

はみられなかった。   

上記のごとく直腸の吻合手術によって飲水量の増大がほとんどみられなかったこと，ならびに中広と一色（1）が直腸  

の切断程度を種種に変えて人工肛門を設若した場合でも飲水茹の増大毘には相互間に有意差を認めなかったことは，  

人工肛門設若鶏で水分摂取畳が著しく増加することの理由が腸組織自体の損失に伴う吸収面積の減少のみによるので  

はないことを示唆するものであろう。すなわち図2で示されたごとく，直腸の1／3切除による水分の摂取品および排  

泄量の増大から全直腸を喪失した場合の最を逆算で求めてみても，直腸組織の一・部損失が人工肛門設若鶏における飲  

水鼓増大の主要な原因であると思えないからである。前に述べたごとく，KoIKEとMcFARLANDけ）ぉ・よびAKESTERら｛8）   
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C  AI  A2  B  

C：Sham／・－－Operated（Control）  

Al：SeveTedrectumatlcm above cloaca  

A2：1／3lower rectum removed  

B：Severed and anastomosed rectum at2／5above cloaca  

Fig2Effectof rectumdissectiononwatermetabolisminchickens 

は，輸尿管から排出した尿が腸管内に逆流することを報告している0中広と一・色（りも・鶏では盲腸および直腸から尿  
水分が吸収されることを認めている。また一色（－9は鶏の盲腸に分布する血管と神経または神経のみ切断して水分の摂  

取鼻と排泄量を調査した結果，回盲腸動・静脈に附随する神経を切断すると，盲腸切除のときと同様に水分の摂取量  

および排泄量が増大することを認め，盲腸切除による飲水鼻の増加ほ飲水中枢を規制する神経が盲腸切除とともに切  

断されるためであろうと推論した。人工肛門設着手術に際しても，直陽動・静脈に附随する神経（摘の切断を伴う0以  
上のことから，直腸の吻合手術を行った鶏で飲水盈が増加しなかったのは，（1）直腸とともに一度切断された直腸動・  

静脈に附随した飲水中枢を規制する神経（柑の作用が陽管の吻合により賦宿されること，あるいは（2）人工肛門設着鶏の  

場合とほ異なり直腸が総排泄脛に通じて尿が腸管内に逆流入することが可能になるので尿中水分が再吸収利用される  

こと，のうちいずれか，またはそれら2条件が相互に関係しているのではないかと思われる。また著名ら（川は人工肛  

門を設着した鶏の飲水鼻と排泄水分量の経時的変化を調べた結果，術後1か月では通常鶏の2倍前後まで増加するが，  

その後漸減し，6か月以降でほ通常鶏より約30％高いレベルではぼ一足に保たれることを認めている。この事実と本  

実験の結果とを併せ考えると，人工肛門設着後初期にみられる著しい飲水昆の増大ほ主として（1）により，術後相等期  

間経過後も恒常的に増加する部分ほ主に（2）に由来していることも推遺される。もし，人工肛門設老鶏における水分出  

納の増加に（2）の要因が関与しているとすれば，腸管より尿中水分が再吸収されることについて述べた中広と一色（1）の  

推論を支える看力な傍証となるであろうが，本実験ではそれを十分確認するには至らなかった。今後，尿の腸管内へ  

の逆流ならびに腸管内に逆流した尿からの水分吸収について水分代謝全体としてとらえ．るための諸実験を実施して上  

記の疑問点を解明してゆきたい。   

本実験では直腸の吻合手術を施してみたが，ほぼ満足すべき状態で成功したと思われる。手術鶏は術後しばらくの  

間は，体重，食慾ともに減退して億力も低下するが，20日以降は順調に回復の方向に向うことがわかった。鶏の腸管  

は管囲が小さいので，吻合手術に際しては陽の狭窄を起すことが多い。この現象を未然に防止するため，Z縫合には  

先の縫合（端端縫合）の部位より約1mm離れた部位に縫合針をかけ，縫合幅も1mmとするなど，比較的狭い間隔での  

縫合が不可欠の条件であることが経験的に明らかになった。   

なお本実験でほ，各供試鶏について手術前後における水分出納を比較対照することはしなかった。このことに関し  

て中広と一色（1）は，あらかじめ鶏の肉冠および肉ぜんを切除すること，および飲みこぼしの多い個体を除外すること   
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によって個体間のバラツキは比較的小さくなることを確認しているので，本実験においてほ一応手術前の各区間の差  

異を無視して検討を進めることとした。一・方，直腸の吻合手術を行った鶏において飼料摂取量がやや少なかったこと  

の理由については，手術の後遺症によると思われるが摂取飼料1g当、り飲水量および体重1kg当り水分摂取盈ではほ  

とんど差がみられなかったことから，1羽当りの飼料摂取量の差異は考慮しないで比較しても大過ないものと思われ  

る。  
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